










































A project of “life”:
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3 － 1 　 小学生の心肺蘇生に関する知識の
実態調査











項目 深さ テンポ 回数 場所 正解率
正答率 26.3 5.3 47.4 78.9 39.5±24.0
（単位％）










深さ テンポ 回数 場所 正解率
低学年
（n= 7 ） 0 0 43 57 25.0±25.0
高学年






















3 － 2 　 小学生の胸骨圧迫におけるスキル
の実態調査





























































































項目 深さ テンポ 回数 場所 正解率
教育前 26.3 5.3 47.4 78.9 39.5±24.0
教育後 100 100 100 100 100±.0.0
（単位：％）
これらの結果から，本研究において行った教
育は十分な教育的効果があったといえる。しか
しながら，教育を受けた経験のある 3 名が，本
研究での最初の調査において高得点を示さな
かったことを考えると，今回一時的な教育効果
は認められたものの，胸骨圧迫に関する正しい
知識の定着のためには，長期間にわたる調査を
行う必要があろう。また，今回の調査では，実
技を伴う胸骨圧迫スキルを用いて教育効果を検
証していないので，さらに実技面からの検討を
加えることが望ましい。
4 　まとめ
小学生を対象に，一次救命処置の中でも重要
視されている胸骨圧迫を取り上げ，胸骨圧迫に
関する知識とスキルについて実態調査と救命教
育の効果について検討した。小学生は胸骨圧迫
に関する知識とスキルをほとんど習得できてい
ない状態にあったが，教育を受けることで知識
の習得が認められたことから，心肺蘇生教育の
導入としての効果は大きい。また，中学生以降
6の救命に関する学習をスムーズに習得させ，さ
らには，いのちを大事にする心や人を思いやる
心も育むことも期待できる。我が国は統計的に
みて，在宅時，心停止になった家族を助ける
可能性が高いのは，子供たちであることは言
うまでもない。家庭における救い手は，子供た
ちである。その子どもたちが担う一次救命の可
能性は非常に大きく，子供たちへの普及活動は
社会貢献とも言える。文部科学省への共同提言
にもあるように，小学生へアプローチできたこ
とは，“いのち”の教育の可能性を広げる実践
（成果）の 1 つであることに違いない。
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